
患者 副作用  
No. 性・年

齢 
使用理由 
（合併症） 

1日投与量 
投与期間 経過及び処置 

肺塞栓症 
投与約 1年 7ヵ月前 多発性骨髄腫を発症。 
投与約 2ヵ月前 MP療法を実施（約１ヵ月間）。 
投与開始日 本剤 100mgの投与を開始。 
投与 11日目 DVT様症状が認められ，入院。 
投与 12日目 造影スキャンにてDVT，肺塞栓と診断。 

ヘパリンナトリウムの投与を開始。 
投与 13日目 
（投与中止日） 

本剤の投与を中止。 
アスピリン，ワルファリンカリウムの投与を開始。 

女 
70代 

多発性骨髄腫 
（心房細動， 
腰椎すべり 
症，慢性腎不 
全，洞不全症 
候群，気管支 
喘息，消化管 
出血） 

100mg 
13日間 

中止４日後 軽快。 
ワルファリンカリウムによるコントロールが良好であるた 
め，アスピリン，ヘパリンナトリウム治療を中止し，ワル 
ファリンカリウムにて経過観察。 

臨床検査値 
 投与 1日目 投 止 止1 与 12日目 中止２日後 中 ４日後 中 ５日後 

FDP（µg/mL） ― 14.3 ―44.3    12.6 
D-dimer（µg/mL 16 6. 6.5 8.7 ） 22.75 .53 21 
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併用薬：メルファラン，プレドニゾロン，スルファメトキサゾール・トリメトプリム，アンブロキソール 
塩酸塩，モンテルカストナトリウム，エスタゾラム，センナ･センナ実，レバミピド，ラクトミン，沈降 
炭酸カルシウム，ニコランジル，アルファカルシドール，オメプラゾール，メコバラミン 
 
患者 副作用  

No. 性・年

齢 
使用理由 
（合併症） 

1日投与量 
投与期間 経過及び処置 

脳梗塞 
投与約 4ヵ月前 多発性骨髄腫と診断。MP（メルファラン10mg＋プレドニ

ゾロン 30mg ４日間）療法を４週に１度実施。 
投与開始日 本剤 200mg及びデキサメタゾン 40mgの投与を開始。 
投与５日目 デキサメタゾンの投与を中止。 
投与９日目 
（投与中止日） 

譫妄状態が発現。本剤の投与を中止。 

中止４日後 MRIにて左前頭葉白質に脳梗塞を認める。 

男 
70代 

多発性骨髄腫 
（不安症候

群） 

200mg 
９日間 

中止約 1.5ヵ月 回復。 
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併用薬：デキサメタゾン 
 



 
患者 副作用  

No. 性・年

齢 
使用理由 
（合併症） 

1日投与量 
投与期間 経過及び処置 

薬剤性肺炎（間質性肺炎） 
投与約 1年 5ヵ月前 多発性骨髄腫を発症。 
投与開始日 本剤 50mgの投与を開始。 
投与５日目 倦怠感が出現。 
投与７日目 
（投与中止日） 

高熱が出現し，患者が本剤の服用を中止。 

中止１日後 呼吸困難が出現したため救急受診し緊急入院。 
胸部CTにて全肺野に間質影（スリガラス影）を認める。 
心不全徴候を認めず，間質性肺炎のマーカーも上昇したた 
め間質性肺炎と診断。 
入院後ステロイドパルス，BIPAP導入を行い救命，ステ 
ロイド後療法を施行。 
ステロイドパルス中にDLST検査を実施し，検査結果は陽 
性。 

中止 16日後 酸素療法を中止し，ステロイドを減量。退院。 

女 
60代 

多発性骨髄腫 
（腰椎圧迫骨 
折） 

50mg 
７日間 

中止 34日後 軽快。 
臨床検査値 

 投与開始日 中止２ 7日後 中止３日後 中止８日後 中止 1日後
LDH（IU/L） 74 796 687 406 191 6
KL6（U/mL）  576 3221 ― ― ―
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併用薬：なし 
 
患者 副作用  

No. 性・年

齢 
使用理由 
（合併症） 

1日投与量 
投与期間 経過及び処置 

心不全悪化 
【既往歴】心不全，２段脈 
投与約 1年 10ヵ月前 多発性骨髄腫を発症。 

MP療法を実施（約１年３ヵ月間）。 
投与約 4ヵ月前 高用量デキサメタゾンの投与を実施（約２ヵ月間）。 
投与約 3ヵ月前 ボルテゾミブ及びデキサメタゾンの投与を実施（約３ヵ月 

間）。 
投与開始日 本剤 100mgの投与を開始（合併症として心不全あり）。 
投与 13日目 四肢浮腫があり，レントゲン及び症状より心不全の悪化と 

判断。 
投与 16日目 フロセミドの投与を開始。 
投与 22日目 
（投与中止日） 

本剤の投与を中止。 

中止７日後 浮腫及び心不全治療のため入院加療。 

女 
70代 

多発性骨髄腫 
（便秘，高血 
圧症，四肢し 
びれ，糖尿病， 
心不全） 

100mg 
22日間 

中止 87日後 軽快。 
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併用薬：ジヒドロエルゴトキシンメシル酸塩，アスピリン，アムロジピンベシル酸塩，エナラプリルマレ 
イン酸塩，タカヂアスターゼ･生薬配合剤，カルベジロール，ベンフォチアミン･ピリドキシン塩酸塩・シ 
アノコバラミン配合剤，アズレンスルホン酸ナトリウム水和物･L-グルタミン，トコフェロールニコチン酸 
エステル，ボグリボース，セチリジン塩酸塩，クレマスチンフマル酸塩，酸化マグネシウム，オキシコド 
ン塩酸塩水和物，ベタメタゾン酪酸エステルプロピオン酸エステル 
 


